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人
権
に
つ
い
て
は
「
気
づ

き
」、「
考
え
」、「
自
ら
行
動
す
る
」

こ
と
が
大
切
で
す
。
５
月
３
日

の
憲
法
記
念
日
を
き
っ
か
け

に
、
ご
家
庭
や
職
場
で
も
、
子

育
て
や
介
護
な
ど
、
暮
ら
し
の

中
に
あ
る
身
近
な
人
権
問
題
に

つ
い
て
考
え
、
人
と
の
接
し
方

や
関
わ
り
方
に
つ
い
て
話
し
合

　

北
区
役
所
で
は
、
今
年
度
重

点
的
に
取
り
組
む
施
策
、
事
業

等
を
ま
と
め
た
「
平
成
26
年
度

北
区
運
営
方
針
」
を
策
定
し
ま

し
た
。

基
本
方
針
１

　
区
制
60
周
年
を
見
据
え
た
、

区
民
参
加
・
協
働
に
よ
る
ま
ち

づ
く
り

　

「
北
区
基
本
計
画
～
は
つ
ら
つ

北
区
プ
ラ
ン
～
」
が
目
指
す
ま
ち

の
将
来
像
の
実
現
と
、
区
制
60

年
を
契
機
と
し
た
更
な
る
北
区

の
発
展
を
目
指
し
、
多
く
の
区

民
の
皆
さ
ま
の
参
加
と
協
働
に

よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

【
重
点
取
組
】

□�

北
区
民
ま
ち
づ
く
り
提
案
支

援
事
業
の
充
実

　

初
夏
ま
で
の
時
期
は
、
カ
ラ

ス
の
繁
殖
期
に
あ
た
り
、
親
カ

ラ
ス
は
巣
の
近
く
を
通
る
も
の

に
対
し
、
攻
撃
を
し
て
く
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
安
全
の
た
め

に
は
巣
に
近
づ
か
な
い
の
が
一

番
で
す
。

　

や
む
を
得
ず
、
通
行
す
る
場

合
は
、
傘
を
さ
し
た
り
帽
子
を

　

４
月
20
日
、
柊
野
グ
ラ
ウ
ン

ド
で
第
21
回
北
区
民
グ
ラ
ウ
ン

ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
（
参
加
18
学

区
79
チ
ー
ム
）
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

︿
団
体
の
部
﹀

優　

勝　

紫
竹
体
振
Ｃ
チ
ー
ム

準
優
勝　

鳳
徳
体
振
Ｂ
チ
ー
ム

第
３
位　

鳳
徳
体
振
Ｅ
チ
ー
ム

︿
個
人
の
部
﹀
（
敬
称
略
）

優　

勝　

港
井　

大
八
郎

（
紫
竹
Ｃ
）

準
優
勝　

廣
瀨　
功

（
元
町
Ａ
）

第
３
位　

上
仲　

外
治（

鳳
徳
Ｂ
）

優勝した紫竹体振Ｃチーム
の皆さま

道路への不法投棄物

北
区

ト
ピ
ッ
ク
ス

北
区

ト
ピ
ッ
ク
ス

第
21
回
北
区
民
グ
ラ
ウ

ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

紫
竹
体
振
Ｃ
チ
ー
ム

　
　
　
　
　

が
優
勝

う
機
会
を
も
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
北
区
で
は
、
す
べ
て

の
人
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
ま

ち
づ
く
り
を
目
指
し
、
街
頭
啓

発
を
行
い
ま
す
。

問�
合
せ　

地
域
力
推
進
室
ま
ち

づ
く
り
推
進
担
当

�
☎
432
‐
１
２
０
８

□
共
汗
型
事
業

・�

北
区
民
ま
ち
づ
く
り
会
議
の

再
編

・�

北
区
民
ふ
れ
あ
い
事
業
の
見

直
し
と
充
実

・�

北
山
三
学
区
の
ま
ち
づ
く
り

支
援

・�

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ラ
ジ
オ
開
局

に
向
け
た
検
討
調
査

・�
柊
野
地
域
に
お
け
る
公
共
交

通
利
用
促
進
に
向
け
た
Ｍ
Ｍ

（
モ
ビ
リ
テ
ィ
・
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
）
の
実
施

・�

北

区

つ

な

が

る

ワ

ー

ク

シ
ョ
ッ
プ
の
実
施

・�

北
区
の
地
域
力
を
結
集
し
た

安
心
安
全
の
ま
ち
づ
く
り
事

業
の
推
進

・�

地
域
防
災
力
の
向
上

□
そ
の
他
重
点
取
組

①
北
区
つ
な
が
る
サ
ポ
ー
タ
ー

（
仮
称
）
制
度
の
形
成
、
②
不

法
投
棄
防
止
活
動
の
充
実
、
③

「
歩
い
て
楽
し
い
ま
ち
・
北
区
」

を
実
現
す
る
取
組
、
④
い
ざ
と

い
う
時
の
避
難
所
運
営
の
充

実
、
⑤
子
ど
も
を
安
心
し
て
生

み
健
や
か
に
育
て
る
こ
と
の
で

き
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
、
⑥

認
知
症
サ
ポ
ー
ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
推
進
、
⑦
北
健
康
き
っ
ず

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進
、
⑧
区

民
や
大
学
生
等
の
健
康
増
進
や

疾
病
予
防
の
推
進
、
⑨
北
・
食

の
Ｓ２

推
進
事
業
、
⑩
原
谷
地
域

の
ま
ち
づ
く
り

基
本
方
針
２

　
ま
ち
の
発
展
を
支
え
る
職
員

力
の
向
上
と
財
源
の
確
保

　

す
べ
て
の
北
区
役
所
職
員

が
、「
年
間
12
万
人
を
超
え
る

お
客
様
を
お
迎
え
す
る
窓
口
職

場
の
代
表
者
で
あ
る
」
と
い
う

認
識
を
持
ち
、
好
感
を
持
っ
て

い
た
だ
け
る
身
だ
し
な
み
を
心

が
け
、
丁
寧
で
わ
か
り
や
す
い

説
明
に
努
め
る
な
ど
お
客
様
目

線
で
心
の
こ
も
っ
た
区
民
サ
ー

ビ
ス
を
行
い
ま
す
。

　

業
務
の
遂
行
に
当
た
っ
て
は
、

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス（
法
令
遵
守
）

意
識
を
徹
底
し
、
更
に
、
区
民

の
皆
さ
ま
の
北
区
役
所
へ
の
信

頼
や
期
待
に
応
え
ら
れ
る
公
正

な
職
務
執
行
や
よ
り
質
の
高
い

サ
ー
ビ
ス
の
実
施
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
職
員
一
人
ひ
と
り
が

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
等
を
積
極

的
に
活
用
し
、
ま
ち
づ
く
り
の

財
源
確
保
を
目
指
し
ま
す
。

　

「
平
成
26
年
度
北
区
運
営
方

針
」
は
、
北
区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
ア
ド
レ
ス
は
１
面
上
部
参
照
）

に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

問�

合
せ　

地
域
力
推
進
室
企
画

担
当�

☎
432
‐
１
１
９
９

か
ぶ
る
な
ど
し
て
、
被
害
を
防

ぐ
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
通
常
カ
ラ
ス
は
攻
撃

に
移
る
前
に
、
威
嚇
行
動
を
し

ま
す
。
激
し
く
鳴
い
た
り
、
足

元
に
く
ち
ば
し
を
こ
す
り
付
け

た
り
と
い
っ
た
様
子
が
見
ら
れ

た
と
き
は
、
す
ぐ
そ
の
場
を
離

れ
ま
し
ょ
う
。

問�

合
せ　

地
域
力
推
進
室
ま
ち

づ
く
り
推
進
担
当

�

☎
432
‐
１
２
０
８

５
月
は

憲
法
月
間
で
す

カ
ラ
ス
に

　
ご
注
意
！

北区体振マスコット
キタイ君

 
 

 

同じです 
あなたとわたしの 

大切さ 

　

山
間
部
を
中
心
に
区
内
に
お

い
て
、不
法
投
棄
が
後
を
絶
ち
ま

せ
ん
。
特
に
、
道
路
へ
の
不
法
投

棄
は
車
両
通
行
の
妨
げ
に
な
る

だ
け
で
な
く
、事
故
を
引
き
起
こ

す
大
変
危
険
な
行
為
で
す
。

　

北
部
土
木
事
務
所
で
は
、
毎

日
の
パ
ト
ロ
ー
ル
や
警
察
な
ど

関
係
機
関
と
の
連
携
に
よ
っ
て

対
応
し
て
い
ま
す
が
、
不
法
投

棄
の
根
絶
に
は
区
民
の
皆
さ
ま

の
ご
協
力
が
不
可
欠
で
す
。
不

法
投
棄
物
を
発
見
さ
れ
た
場
合

や
不
審
な
車
両
を
見
か
け
ら
れ

た
場
合
は
、
た
だ
ち
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

　

場
所
や
時
間
、
車
の
種
類
、
ナ

ン
バ
ー
な
ど
が
わ
か
れ
ば
投
棄

者
特
定
の
手
掛
り
に
な
り
ま
す
。

　

区
内
不
法
投
棄
ゼ
ロ
に
向
け

て
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問�

合
せ　

北
部
土
木
事
務
所

�

☎
492
‐
３
１
１
１

不
法
投
棄

ゼ
ロ
に
向
け
て

北
部
土
木
事
務
所

北部まち美化フェア
～市バスに乗ってエコライフ～

　市バス特37号系統が誕生したことをきっかけに、北
部まち美化事務所をより身近に感じていただけるよ
う、「環境にやさしいまちづくり」をテーマにごみの
減量とふれあいのイベントを開催します。
日時　５月24日（土）午前９時～正午
場所　北部まち美化事務所（上賀茂前田町17- ３）
内容　・�資源物回収

（てんぷら油、蛍光管、リユースびん、乾電池、紙
パック、古紙類、雑がみ、古着類、その他８品目）

　　　・ごみの積み込み体験
　　　・ごみの分別クイズ ほか
※�荒天中止。開催の有無は、当日午前8時以降に京都いつ

でも コール（４面右下参照）にご確認ください。
問合せ　北部まち美化事務所　☎724－8881

　

京
都
市
で
は
市
民
の
方
々
と

共
に
、
先
の
大
戦
で
犠
牲
に
な

ら
れ
た
方
々
を
心
か
ら
追
悼

し
、
そ
の
尊
い
犠
牲
を
無
に
す

る
こ
と
が
な
い
よ
う
世
界
の
恒

久
平
和
を
願
い
、
戦
没
者
追
悼

式
を
行
い
ま
す
。

参
列
者
遺
族
の
範
囲

　

�　

戦
没
者
の
配
偶
者
、
父
母
、

子
、
兄
弟
姉
妹
お
よ
び
三
親

等
以
内
の
祭
祀
者
で
１
年
以

上
戦
没
者
と
生
計
を
共
に
さ

れ
た
方

日�

時　

６
月
19
日
（
木
）
午
後

２
時
～
３
時
（
受
付
開
始 

午
後
１
時
15
分
）

会�

場　

シ
ル
ク
ホ
ー
ル
（
下
京

区
四
条
室
町
角　

京
都
産
業

会
館
８
階
）

申�

込
み　

５
月
16
日
（
金
）
～

23
日
（
金
）
に
福
祉
介
護
課

へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

（
入
場
に
必
要
と
な
る
整
理

券
を
お
渡
し
し
ま
す
。）

問�

合
せ　

福
祉
介
護
課

�

☎
432
‐
１
３
０
６

京
都
市

戦
没
者
追
悼
式

平
成
26
年
度

北
区
運
営
方
針
策
定

北区民まちづくり提案支援事業 活動紹介
進行中！まちづくり

　「北区の魅力や地域の願いを多くの人に伝えたい」。そんな素敵な活動から生ま
れた、見どころ満載の冊子を一部紹介します。①、②は区役所にて配架中（数量
に限りあり）。③は北青少年活動センターにてご覧いただけます。

①つなぐキズナプロジェクト
　 ～2352枚のフォトモザイク
　　　　　　アートとともに～
　�　京都産業大学伊吹ゼミの学

生が、地域の人々の想いを
フォトモザイクアートとして
形にするまでの過程を収録。

③A
あ　ち　こ　ち
chikochi　きたく

　�　北区の歴史的変遷を辿る地図作
成プロジェクトから誕生。施設・人・
店などを、独自のアンケート調査
などからユニークな視点で紹介。

②�観光ガイドブック「紫野」
　�　紫野学区の魅力を日本語だ

けでなく、英語、韓国語、中
国語で解説。銭湯の使い方紹
介など、海外の方にとって分
かりやすい内容となっている。

問合せ　地域力推進室企画担当　☎ 432-1199

冊子編


